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１．はじめに
コミュニケーションにはことばが不可欠である。ことばを使ってものを考え、ことば
を使って考えや気持ちを表現する。ことばは人間が生きていくうえで必要不可欠なもの
となっている。しかし、筆者はことばというものに不信感を抱いている。ことばほど不
確かなものはないのではないか。自分が伝えたいことや自分の気持ちは、伝えたいその
ままにことばに表現できているのだろうか。また、そのことばは自分の伝えたいと思う
通りに聞き手に伝わっているだろうか。それは誰にも確かめられない不確かなことでは
ないかと考えるのである。それでも、私たちはことばを使う。ことばには何か力がある
のである。その力がどんなものなのか、ことばの意義について考えていきたいと思う。
この問題に取り組むにあたって、本稿では子どもの言語習得に焦点を当てる。この時期
は人が最初にことばと出会い、身につけるときだからである。どのようにしてことばを
身につけるのかを見ていくことで、ことばと人間の関わりを知ることができると考える。
２．ことばの習得
子どもは満１歳の誕生日を迎え始めたころから大人が理解できることばを発し始める。
そして１歳から２歳前後にかけて、急激に話せるようになり、３歳になると立派に話が
できる。ただし、満１歳になったから話せるようになるのではない。それまでに子ども
の中で言語習得に必要なさまざまな変化が起きているのである。その変化の様を以下、
研究者の観察と考察を概観しながら、論考を進めることにする。
２．１　前言語段階
ことばを話し始める前の段階を「前言語段階」という。この、ことば以前の時期は胎
内にいるときからすでに始まっている。受精後４か月を過ぎると聴力が発達し、母体の
血液の流れや心拍の音と、妊婦自身の出す声を耳にするようになる。そして子どもはこ
れら２種類の音を記憶し、母親とそうでない女性の声を聞き分けることができる。子ど
もがことばを習得していくためには、愛着というものが大変重要なものとなる。その愛
着の対象となるのは主に、養育者となる母親である。母親の声を聞き当てることができ
るということはことばの習得に有利である。正高（2001：５）は「とりわけヒトの子ど
もは、コミュニケーションの手段として、ことばを操る技術を習得しなくてはならない
が、その先生役が養育者によってになわれるという事実は、絶対に無視できない」と述
べている。
コミュニケーションの原型と思われる行動を、子どもは生得的に持っているようであ
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る。岡本（1982：22）によれば、一般に同じ文化に属する２人が話し合っているとき、
2人の意思が疎通し、通じ合っている時ほど話し手の姿勢の変化とか、首の動きなどにつ
れて聞き手の動きが同調し合うという。このような動きを相互同期性（interactional syn-
chrony）と呼ぶ。新生児も相互同期性を行うのである。このことから、もともと乳児自
身、リズム的な活動を潜在させており、リズムを持つ環境刺激に対しては同期的に反応
しようとする傾向を持つこと、そしてヒトのスピーチは、他の音刺激に比して、はるか
に乳児が同期しやすい刺激としての性質をその中に兼ね備えていることが指摘できると
いう。もう一つ、新生児は共鳴動作というものを行う。子どもが機嫌よく、目を覚まし
ているとき、抱き上げて目を合わせながら顔の前でこちらからゆっくりと口の開け閉め
や舌の出し入れをして見せると、子どもはしばらくその動作を見た後、やがて口元の筋
肉を引き締めるか、口を尖らすようにしたりするのが見られる。さらに続けると、こち
らの動きのリズムに合わせているかのように子どもも口元を動かす場合がある（1982：
25－28）。岡本によると、子どもは「目の前の刺激の動きに同調し一体化して自分も動
くことそのものが快となり、この共鳴動作を活性化しているようである」（1982：27）と
いう。これらのことから、子どもはことばをことばと理解する前にコミュニケーション
の原型を生得的にもっていることがわかる。そして成長するにつれコミュニケーション
を豊かにしていくのである。
子どもは生後１か月半頃から、物より人に対して微笑を引き起こすことにすぐれた力
を持ってくる。そして３か月頃にヒトの顔に対する微笑が頂点に達する。岡本（1982：
52）によれば、このような情動の共有、特に快感情の共有こそ、その後のコミュニケー
ションや、対人行動におけるいろいろの協約を、さらには人間に対する信頼感や愛情を
支える基盤として長く働き続けるのだという。子どもは生後２か月から凝視が始まり、4
か月をこえる頃には自分の視線をコントロールできるようになり始める。そして母親の
視線の先に目をやることもできるようになる。岡本（1982）はこれを「視線の共有」と
名づけている。人間の対話の構造というのは、話し手と聞き手の間に共通のテーマの成
立を必要とするのであるが、この「話し手・テーマ・聞き手」という三項関係の成立が
視線の共有を通して可能となる。つまり子どもは、ことばが話せなくても対話はできる
状態にあるということである。微笑や視線の共有によってコミュニケーションができる
ようになっていくのである。
２．２　社会的協約の世界
８、９か月頃から、模倣の能力が著しく進展する。また、概念形成過程の基本もこの
頃身についていく。岡本（1982：49）は「ことば以前の段階においては、ある特定の動
作を、相手に特定の反応をひきおこす道具的手段として使用すること、そしてそれを自
分と相手との約束、相互了解の上に立って十分に使いこなせる過程が重要となる」と述
べており、前者を「意図的道具性」、後者を「協約性」と呼んでいる。まだことばを話せ
ない子どもにとって、協約性の成立する相手はシグナルが理解しあえる相手であり、愛
着の対象となる相手に対してでなければコミュニケーションができないのである。この
協約性を持つことがことばの習得に必要になる。
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親の意図は広い意味での社会的意図といえる。人が物を指し示すときは、何らかの意
図のもとに、そのものにある特定の反応をすることを期待し要請する。このことによっ
て、子どもは、やがて目の前の対象を、それを差し出している人との関係、あるいはそ
の場面全体の関係において意味づけ、課題性を見出そうとするようになってゆく。岡本
（1982：34）はこのような相手側の意図的はたらきかけが、子どもの側にも、自分の行
動を対人的に（あるいは文化的に）適切な文脈にしたがって用いようとする意図を育て
てゆくことと重なってくると指摘する。初めの頃はスプーンのスプーンとしての機能を
知らずいろいろなところを掴んでいたのが、模倣や概念形成の過程の基本を身につけて
いく８、９か月頃になると、母親はスプーンの持ち方や口へ入れるところを動作的に指
示し、子どももスプーンというものの実体性を知る。「おとなたちがその物にほどこして
いる扱い方は、私たちの社会で習慣となっている（一つの社会的協約）扱い方である。
物は三項関係的場におかれることによって、子どもにとって、たんなる物理的刺激対象
としてではなく、一つの文化的社会的意味を持った対象として成立してくるのである」
（1982：69）。このことは、子どもの指さしや音声の発達の場面でも言うことができる。
正高（2001：98）は「指さしとは、外界の対象を定位しつつ腕を伸ばして『あれ』と
指し示す行動のことである」とする。指さしという行為は大人が教えることなく子ども
が身につけているものである。腕を伸ばした上で指をさすという「指さし」は９、10か
月頃から見られるのであるが、指を縮めた状態で掌の中の人差し指を一瞬立てるという
しぐさは生後3か月に出現する（2001：100）。正高の実験によると、1歳頃の子どもが指
さしを行うのは「コレナニ」と大人に答えを求めるためでなく、探索するためのもの、
未知の物体を「突っついて調べる」というしぐさと密接に関係している。この探索行動
である指差しに対して、母親は「これは××（対象物の名前）よ」、「これはなあに」と
いった文で応答する。母親は子どもが指さしと共に声をあげたならば、子どもは対象を
命名している、あるいは名を尋ねているのだろうとみなす。そうして子どもは「これ
は××よ」と言った母親の言葉を引き移し、みずからのものとして、同様の内容の発話
をするようになっていく。大人が子どもの指さしを勘違いすることで指示行動としての
指さしとなる。子どもも自分が指をさすことで母親がその対象物の名前を教えてくれる
ということを学び、指示行動として用いるようになり語彙を増やしていくのである。ま
た、指さしは視線の共有をしやすくするので、視線の共有者からことばを得ることにな
る。つまり、社会的、文化的にことばを得るのである。
２．３　前言語的音声
子どもはことばを話せるようになる前に、発声の仕方を身につけていく。１歳未満の発
する声は前言語的音声と称される。子どもの、非常に気分の良い、くつろいだときに
「アー」とか「クー」とか響く、リラックスした声をクーイングという。そして生後６か
月から8か月頃、「バババ･･･」や「ダダダ･･･」といったような発声をするようになるが、
これを喃語という。岡本（1982：106）によれば、1歳を過ぎる頃から相手が「ねんねは」
と言ってやると寝ころんだり、自分で「ネンネ」と言って寝ころんで見せたりするよう
な、そのときの状況との関連を理解したり、自分の身ぶりなどに重ねて、ことばに近い
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発声を示したりしてくるという。この頃から、周囲の大人のことばの音声を積極的に模
倣していく。そして「この頃の模倣活動が音声面の模倣として、子どもの音声レパート
リーを豊富にしていくだけでなく、その音声とそれが使われる状況との関係、つまりそ
の音声をどういう場面で使うのかを子どもは同時に学習していく」（1982：106）。こと
ばは、それを使う状況がわかっていなければ相手に伝わらない。ことばとそれを使う場
面を同時に得られる模倣という行為の重要さを知っていることは子どもの言語習得に有
効であるといえる。模倣の対象となるのもまた子どもが愛着を持った相手である。子は
親を見て育つ。言語習得の真っ只中にある子どもに対しては特に、親は慎重な言語行動
が求められる。
３．愛着
ここまで、何度か「愛着」というキーワードが出てきた。「愛着」とは何であるか、少
し詳しくみていきたい。
愛着とは、繁多（1987：53）によれば、イギリスの精神分析学者ボウルビィが解釈し
たもので、一般に「ある特定の人間もしくは動物と、他の特定の人間もしくは動物との
間に形成されている情愛のきずな（affectional tie）」と定義づけられているという。愛
着の対象が誰になるのかはその子どもとの相互作用の量によって決まる。子どもが発す
るシグナルをすみやかに察知し、応え、子どもと相互作用ができる相手に対し、子ども
は「この人はいつ何時でも自分を保護してくれる」「この人といれば安心だ」などといっ
た感情を抱くようになる。子どもの発するシグナルによく反応できるのが多くの場合母
親であるから、一般的に子どもが最初に愛着を抱くのは母親ということになるのである。
繁多（1987：94）にはボウルビィが愛着の発達を次の4段階に分けていることが示され
る。
第１段階　 乳児は人に関心を示し、人の声の方向に顔を向けたり喃語で働きかけたり
などするが、これは誰に対しても同じように起こす反応であり、この段階で
は人物の弁別を伴っていない。
第２段階　 愛着の対象に対して「好み」が見られるようになり、母親とその他の人で
は母親の方により反応するようになる。これは生後約12週以後に見られる。
第３段階　 乳児の弁別力は確固としたものになり、母親に対する反応と他の人への反
応に明瞭な差異が現れる。
第４段階　 必ずしも空間的に接近していなくても安心していられるようになる。子ど
もは、母親と離れていても自分と母親との関係は存在し続けているのだとい
うことを認知できるようになっているので、それほど母親との身体的接近を
必要としなくなってくる。
愛着の対象となった母親は子どもにとっての安全の基地となる。子どもは自分が不快
であるとただ泣くことしかできないという時期を経て、なぜ自分が不快なのか、不安な
のか、その理由がわかるようになる。そうすると子どもは、自分が安全を感じる範囲で
行動をしようという計画を立てて行動することができるようになる（繁多1987：101）。
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繁多は「安全の基地がしっかりしたものであればあるほど、子どもは外の世界へ安心し
て目を向けていくことができる」（1987：103）と述べる。外の世界へ目を向けることで
興味を増やし、それが語彙の増加に繋がると考えられる。
子どもはことばを習得することを一人ではできない。愛着はことばの習得にまず必要
なものであるといえる。相互作用の積み重ねによって愛着の対象を得ることで、その人
とことばの世界へ飛び込むのである。ことばを浴び、反応し、愛着の対象を安全の基地
に似せて自分の世界を広げてゆく。世界が広がれば広がるほど浴びることばは多くなる。
こうして愛着の対象とだけではなく、広げた世界にいる人々に対し、ことばを使って、
意思疎通ができるようになるのである。
４．日本社会の特徴とことばの習得
４．１　子どもの社会的位置づけと日本語（赤ちゃんことば）
「ブーブーハシハシッテル」。
「ブーブー、ハシ、ハシッテル」。
「車が橋の上を走っている」という意味である。日本の母親は子どもに対して上のよ
うに話しかけて子どもの興味を惹き、あるいは上のように子どもの関心に応えてやる。
車のことを「ブーブー」と言ったり助詞を省略した文で話したりするような言葉遣いを
「赤ちゃんことば」という。他にもワンワン（犬）、マンマ（ご飯）などがあり、日本語
にはこの赤ちゃんことばが豊富である。例えばフランス語文化では赤ちゃんことばの数
は4種類程度しかない。ではなぜ日本語に豊富なのか。
日本文化は子どもを中心に生活する。例えば互いを名前で呼び合う夫婦に子どもが生
まれると、その夫婦は互いのことを「お母さん」「お父さん」と呼び合うようになるだろ
う。さらに子どもが生まれると第一子のことを「お兄ちゃん」または「お姉ちゃん」と
呼ぶようになる。その子自身も弟または妹に対して自分を「お兄ちゃん」または「お姉
ちゃん」と名乗る。しかし下の子に対して「弟」「妹」と呼びかけることはしない。両親
も子どもに対して「子ども」「息子」「娘」などと呼びかけはしないであろう。このよう
に、親族内の一番下の世代から見た人間関係の呼称形式にみんなが従順に付き合う（正
高1995：114）。なお、この呼称形式は鈴木孝夫が明らかにした（1973：131）。正高
（2001：62）は日本文化は「皆が子どもに合わせるかたちで態度を変容させ、幼児の視
線で付き合う傾向が顕著だといわれている。おのずと語法も、赤ちゃんに接する際には
そのレベルに下がるのだと、解釈されてきた」と述べている。社会の中で子どもをどの
ように位置づけるかによって、その文化で赤ちゃんことばが発達するかどうかが分かれ
るのである。
また、正高（2001：60）によれば、子どもが言語を習得するためには、耳にした情報
を分節化しなくてはならない。「車が橋の上を走っている」という文を聞いて、「車が／
橋の上を／走っている」というように、文節に分けられなければならない。日本語は膠
着語という言語類型に属するが、膠着語とは、「車＋が」「橋＋の」というように、実質
的な意味を表わす独立の単語あるいは語幹に文法的意味を示す付属的形式が接合される
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言語である（国語学大事典1999：333）。膠着語である日本語を耳からの情報だけで分節
化するのはかなり難しいことが想像できる。この分節化を簡単にするためにも赤ちゃん
ことばは便利なのである。「ブーブー、ハシ、走ってる」と、助詞を取り去り、統語法を
簡単にすることで語彙を切り出しやすくする。日本語に赤ちゃんことばが多いと言われ
るのは、日本文化という社会的なことだけでなく日本語の統語法も関係していると考え
られる（正高2001：60－62）。
赤ちゃんことばと似ているものに、マザリーズ（母親語）と呼ばれるものがある。こ
れはどの文化にも共通してあるもので、
・声のトーンが高く、誇張された発音や誇張された表現、動作を伴う
・短文で、文法構造が単純で、使う語が限定され、繰り返しが多い
・質問や呼びかけが多い
という特徴がある（岩立2005：16）。このマザリーズと赤ちゃんことば両方があること
で、日本語という母語の習得がしやすくなると考えられる。
４．２　文化から見るしつけと教育
世界には様々な文化があるが、文化の違いはしつけを取り上げるだけでもその特徴が
明確になる。ホフステード（1995：４）は「『文化』は考え方、感じ方、行動の仕方の
パターンを総称するものである」とし、この「考え方、感じ方、行動の仕方のパターン」
のことをメンタル・プログラムと呼んでいる（1995：３）。岩波哲学小辞典「文化」の
項によれば、19世紀の言語哲学者フンボルトは物質的文化を「文明」、精神的文化を「文
化」と分類した（氏家2007：77）。筆者がここで扱いたいのは、フンボルトの分類した
「精神文化」という意味での文化である。
柏木恵子とヘスは、母親が子どもの性質や能力について、どういう面が早く発達する
ことを期待しているかについての調査を行っている（東1994）。日本の母親が子どもに
対して早い発達を期待している項目は、
･やたらに泣かない
･1時間くらいひとりで留守番ができる
･家族におはようの挨拶をする
･おとなに何か頼むとき丁寧な言い方をする
･テーブルなどに足を乗せたり足で動かしたりしない
の５項目であった。これに対しアメリカの母親が子どもに期待している項目は、
･友だちと遊ぶときリーダーシップがとれる
･自分の考えを他の人たちにちゃんと主張できる
･自分の考えやその理由を他の人にわかるように説明できる
･意見や希望を聞かれたらはっきり述べる
･友達を説得して自分の考えやしたいことを通すことができる
･納得いかない場合は説明を求める
以上の６項目であった。ここからわかるのは、日本では行儀が、アメリカでは言語的自
己主張が、早く発達しなければならないと考えられているということである（東1994：
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また、東は4歳の子どもを持つ母親に、積み木の分類の仕方を子どもに教えてもらうと
いう実験を行った。この実験での母親の教え方をみると、アメリカの母親は言葉によっ
て一歩一歩固めながら教える。形や大きさなどを言葉で説明し、それを子どもにも言わ
せ、そして分類させるといった、分析的でかつ組織的な教え方をした。これに対し日本
の母親は、まず母親自身が分類して見せ、子どもに「じゃ、やってごらん」と言う。子
どもができないともう一度やってみせる。これをくり返していくことで子どもは積み木
の分類ができるようになる。この、アメリカの母親の教え方を「教え込み型」、日本の母
親の教え方を「滲み込み型」と呼ぶことができる（東1994：123－125）。ホフステード
によれば、個人と集団との関係は、まず家庭において学習される。日本のような集団主
義社会では、自分の置かれている社会的環境との調和を保つことが、美徳として、家族
を越えた社会生活の領域でも重要になってくる。そしてアメリカのような個人主義的な
文化では、対決は、実り豊かな結果につながるものであり、たとえさしさわりがあろう
とも常に真実を語るべきであると家庭で教えているという（1995：58－59）。
歴史的な点から文化の違いを見ると、アメリカが個人主義であるのはかつてアメリカ
が開拓時代であったという背景が、日本が集団主義社会であるのは日本が鎖国時代や兵
農分離の徹底した社会を経験したという背景が文化の違いを生んだと見ることができる。
これらの差異が母親の望む発達や、教育の仕方に影響を与えていると考えられる（東
1994：9－11）。
以上のような日米の差異は学校教育にもみられる。東洋は、今井康夫が日米の国語教
科書に出てくる話の内容比較を持ち出している。今井（1990）の教科書比較によると、
日本の教科書が多く扱っているテーマには「決まりを守り自分を譲っての暖かい関係」
が、アメリカでは「自立や自己主張や公正に関するテーマ」が多くなっていることがわ
かる。教科書で強調されるテーマはその社会で大事にされていることであり、これらの
結果から、東（1994：85－86）は、日本の母親、教師、社会が期待する「いい子」とは、
「素直、従順、きちんとしている、辛抱強いなどを特徴とするもので、アメリカと比べる
と独立性や自己主張の鮮明さにはあまり重きが置かれていない」とまとめている。
５．文化の捉え方
５．１　文化の捉え方と母語の関係
生まれたばかりの子どもは何にも染まっていない。誰に、どう育てられるかによって、
その子がどのような人間になってゆくのかが決まる。これは大変重要なことである。
ホフステードは上述の「『文化』は考え方、感じ方、行動の仕方のパターンを総称する
ものである」とは別に、次のようなことを主張している。それは、文化のもっとも中枢
にあるものは「価値観」だということである。価値観を取り巻くものとして、挨拶の仕
方や敬意の表し方、社会的儀礼や宗教的儀礼といった、その文化圏の人々にとっては、
社会的になくてはならないものである「儀礼」、その文化において人々の行動のモデルと
される「ヒーロー」、同じ文化を共有している人々だけが理解できる、特別な意味を持つ
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ことば、仕草などといった「シンボル」がある。これら「シンボル」「儀礼」「ヒーロー」
は慣行として他の文化圏の人々の目に触れるが、その文化的意味はその文化を共有する
人々だけが理解することができる。文化の一番中枢にある「価値観」は子どもたちがそ
れと意識することなく、身につけるものであり、いったん価値体系ができあがると、そ
の後で変更を加えることはむずかしい。発達心理学によると、たいていの子どもは10歳
までに基本的な価値体系をしっかりと身につける（ホフステード1995：７－８）。
ことばにはそれを使って何十世代にわたり生きてきた人々の一定の精神活動が刻み込
まれている（氏家2007：76）。私たち人間が最初に得る言語を母語というが、黒川
（2007：85）は、「生まれて初めてであった言語、すなわち母語によって、宇宙の見え方
も、人間性のあり方も違ってしまう。異なる母語をもつということは、異なる宇宙をも
つ、ということに他ならない。宇宙の真理も、物事の本質も、母語が与えてくれること
だからだ」と述べている。黒川の言うように、母語を得るということは人間形成の基盤
ができるということである。しかしそれは、全く新たな考えをもつ人物ができるのでは
なく、子どもが生まれ育つ文化・環境に期待される人物、そしてそれまでにその文化･環
境にいた先人の精神活動を受け継ぐような人物に育っていくのである。ホフステードは、
メンタル・プログラムは常に集合的な現象であると言い、なぜなら、同じ社会環境の中
で生きている人々あるいは生きてきた人々は、その環境の下で文化を学習しているので、
少なくとも部分的には同じ文化を共有しているからであると述べる（1995：４－５）。ま
た、人のメンタル・プログラムの源は、その人が成長し、人生経験を重ねてきた社会環
境の中にある。メンタル･プログラムの組込みは家庭のなかではじまって、近隣、学校、
若者の仲間集団、職場や地域でも続けられると述べている。（1995：４）。国や環境によ
ってメンタル・プログラムの身につき方が異なるということは、国や環境によって文化
が異なるということであり、メンタル・プログラムの形成と共にことば、つまり母語が
身についていくのである。ことばとは文化であるということができる。
５．２　同じ文化を持つことは同じ言語を話すということか
ホフステードは「人間のメンタル・プログラミングの3つのレベル」というピラミッド
型の図形を掲げており、それは次のような構成である。土台となる「人間性」は普遍的
なものであり、これは遺伝的なものである。遺伝子によって引き継がれる人間性にある、
恐怖、愛情、他人との付き合いなどの感情をどのように処理し、どのように表現するか
は、「人間性」の上になる「文化」によって変容されると述べている。この「文化」は集
団やカテゴリーに特有のものであり、学習されるものである。そして、ピラミッドの最
も上にある部分、「パーソナリティ」はそれぞれの人に特有のもので、メンタル・プログ
ラムのこの部分は他者と共有されていないという。パーソナリティは、その人に特有の
遺伝子によって受け継がれた特性と、生後学習された特性の両方に基づいている。文化
の影響によってパーソナリティは変容するという構成となっている（1995：５）。
鈴木孝夫（1973：91）によれば、同じことばであっても、人によってあることばをめ
ぐる経験が違うのであるから、すべての人の理解が全く同じではないという。また、人
が他人にことばを教えることができるのは、ことばの「定義」を教えることができるか
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らなのであって、実は「意味」は教えていないのである（1973：95）とも述べている。
会話の中で話が通じていると感じても、用いられることばの、自分の考える「意味」と
相手の捉える「意味」は全く同じものとはならないのである。筆者が「ことばに不信感
を持つ」と述べたのはこの部分に関わるものであり、その理由がここにあることがわか
った。
集団内で共通して意識されたものが概念となり、やがてそれはことばとなる。また、
ことばがあれば意識される（氏家1996）。日本には「甘え」ということばがあり、これ
は社会的に奨励されている。英語圏では「甘え」は社会的に奨励されておらず、「甘え」
に相当する表現、適切な訳語はないとされている（氏家2007：94）。文化によってこと
ばや語彙が異なるのは、その文化・社会に何が奨励されているかが異なっているからだ
といえる。金田一（1988：第３章）は、昔から自然豊かな国であった日本は文化も自然
とともに豊かになり、そのため日本語には木の名前や季節の変化などに関係した語彙が
豊富であるということを述べている。風土によって文化が違い、文化によってものの捉
え方や感じ方が違う。母語を持っていることを当たり前のように感じ、当たり前のよう
に使用しているが、この母語は私たちの指針・制約となって私たちのものの考え方や行
動のパターンの基となっているのである。この「指針･制約」という考え方は氏家（1996）
によるものである。母語は母親から得るが、その母語の中には文化、社会、何十世代も
の人々の精神活動が染み付いているのである。母語と同時に文化を身につける私たちは、
ことばに支配されているともいえる。母語と共に文化があり、今私たち自身が使用して
いる母語もこの先の何世代もの人々に受け継がれてゆく。それが文化である。
人間のメンタル･プログラミングのピラミッドでみたように、私たちは普遍的に人間性
を持っている。これを土台に、環境の違いによって様々に学習され、さらにそれぞれ人
に特有のパーソナリティを持つようになっていく。このパーソナリティの部分は小さい
かもしれないが、とても重要な点となっている。ことばをめぐる経験が人によって違う
ということはこの部分に含まれる。愛着の対象である母親から言葉を得るとき、母親の
一語一句は子どもにとってとても重要となり、その子のパーソナリティを形成する要素
となる。しかし、子どもは大きくなるにつれて他の様々な人との相互関係を結んでいく。
同じ親に育てられた子どもでも、時代や環境、さらに関わる人が違えばものの見方や考
え方は違ってくるはずである。しつけと教育のところで見てきた、日米の比較を、ホフ
ステードのことばを使えば「望ましい性格に伴う行動も、文化的環境によって左右され
る」（1995：59）ということができる。
文化とは次の世代に受け継がれてゆくものである。ある文化圏の中に、特定の価値観
や意識を継承する集団としての下位文化がある。世界の中で日本文化・欧米文化・中国
文化…といったように大きく捉えられる文化と、下位文化があり、異なる言語を話す文
化の人の間でも、下位文化が同じであればコミュニケーションの成立が早いといわれる。
その一方で、同じ言語を話す人とは会話が通じ、何を言っているのかわかったとしても、
ことばをめぐる経験が違えばそのことばの意味の捉え方も異なる。また、家族は、それ
ぞれの家族としての独自の文化を育てており、その文化が社会の規範と異なることがあ
るかもしれないと、ホフステードは述べている（1995：31）。この意味で、同じ言語（ラ
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ング）を話すことが同じ文化（下位文化を含め）を持つことになるとは言えないという
ことになる。
６．結び
以上、子どもの言語習得に始まり、文化の捉え方まで見ていくことで、母語の重要さ、
ことばと文化の関わりの深さについて論じてきた。
子どもは前言語段階のときに愛着の対象と出会い、相互同期性や共鳴動作を行うよう
になり、そして対話の構造である「話し手・テーマ・聞き手」という三項関係結ぶ。ま
た、子どもの指さしは指示行動としての指差しとなり、赤ちゃんことばやマザリーズが
子どもの母語習得の助けとなる。
母語習得には文化が深く関係しており、しつけに用いられることばの使い方が子ども
の人間形成につながる。そこには文化が強く反映されている。この文化としつけの関係
を日米で比較し、日本では行儀が、アメリカでは言語的自己主張が早く発達することが
望まれていることを見てきた。文化とは「考え方、感じ方、行動の仕方のパターンを総
称するもの」で、日本では集団に属し、自分に与えられた役を果たすことが、アメリカ
では積極的に自分を主張することが、それに当たると考えられる。それぞれの社会で望
まれていることである。社会で奨励されてきたことが異なり、それが今に受け継がれて
「文化」としてある。
最初に述べた、筆者のことばに対する不信感、つまり、ことばほど不確かなものはな
いのではないかということであるが、それはことばをめぐる経験が一人ひとり違うから
であり、伝えたい「意味」と相手が捉える「意味」はそれぞれ違うからだという理解が
得られたことによって、この不信感は軽減されたと思う。人は人によってことばを習得
する。子どもは母親（養育者）によって母語を得る。すなわち、母語は愛着を持った、
信じられる安全の基地となる人から得たものである。信じることからことばを得たので
あるから、ことばによって人を信じようとするのも不思議ではないかもしれない。
文化の中枢は価値観であり、メンタル･プログラミングのピラミッドで考えるとパーソ
ナリティがその人の価値観を決める重要な要素となっている。社会の中で受け継がれて
きた文化と、家庭の中で独自に育つ文化があるとき、そこにどんな問題が生じるのか、
またはどのようにしてそれら２つの文化が共にあることができるのだろうか。また、下
位文化は大きな文化内のものであるが、異文化でも下位文化が同じだとコミュニケーシ
ョンが早いというのはなぜか。これらのことを含め、これからさらに文化について考え
を深めていきたい。文化と価値観は相互にどこまで深く関わっているのか、文化の定義
をもう一度捉え直し、文化とは何かということを、ことばを通して見ていきたいと考え
ている。そうすることで、ことばの力を見つめていけるのではないかと思うのである。
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